
第４７回新居浜市長杯争奪中四国近県馬術大会 

第２６回全国乗馬倶楽部振興協会四国地区乗馬大会 

令和５年度中国・四国地域乗馬指導者競技会 

乗馬技能認定試験                実施要項 

 

１ 開催期日   令和５年１１月３日(金)～ 令和５年１１月５日(日) 
２ 主  催   四国地区乗馬倶楽部振興会 新居浜市馬術協会  

３ 共  催   公益社団法人 全国乗馬倶楽部振興協会 

４ 後  援   新居浜市  新居浜市スポーツ協会  新居浜市教育委員会 愛媛県馬術連盟    

         全国乗馬指導者協会 ハートネットワーク 

５ 会  場   エヒメ乗馬クラブ 〒792-0060 新居浜市大生院762-12 TEL (0897)41-1101 FAX (0897)40-2009 

６ 競技種目    

 

1 指導者馬場馬術競技  JEF馬場馬術競技第3課目Ａ2022 

2 馬場馬術競技３Ａ JEF馬場馬術競技第3課目Ａ2022 

3 馬場馬術競技２Ｃ JEF馬場馬術競技第2課目Ｃ2022 

３ 4 乗馬技能認定馬場１級   JEF馬場馬術競技第2課目Ｃ2022 

日 5 馬場馬術競技２Ｂ JEF馬場馬術競技第2課目Ｂ2022 

 6 乗馬技能認定馬場２級 JEF馬場馬術競技第2課目Ｂ2022 

(金) 7 乗馬技能認定３級 全乗振乗馬技能認定３級経路 

 8 乗馬技能認定４級、５級 部班馬場 

 監 督 者 会 議 

 9 フレンドシップ７０ H70cm W90cm以下 経路自由選択 スタート後70秒走行許可 

 10 フレンドシップ９０ H90cm W110cm以下経路自由選択 スタート後70秒走行許可 

 11 スラローム競技パート１ 基準タイム近い者勝ち 

 12 ジムカーナ競技パート１ 巻き乗り 基準タイム近い者勝ち 

 13 グランドバー競技パート１ 横木通過 基準タイム近い者勝ち 

４ 

 日 

14 小障害飛越競技Ｅパート１ クロスのみ 分速325m（基準タイム制） 

15 小障害飛越競技Ｄパート１ H70cm 垂直のみ 分速325m (基準タイム制) 

 16 小障害飛越競技Ｃパート１ A238-2.1   H80cm W90cm以下 

(土) 17 小障害飛越競技Ｂパート１ A238-2.1   H90cm  W100cm以下 

 18 小障害飛越競技Ａパート１ A238-2.1   H100cm W110cm以下 

 19 指導者障害飛越競技 A238-A2.2   H110cm W130cm以下 

 20 中障害飛越競技Ｄパート１   A238-A2-1   H110cm W130cm以下 

 21 スラローム競技パート２   基準タイム近い者勝ち 

 22 ジムカーナ競技パート２ 巻き乗り  基準タイム近い者勝ち 

５ 23 グランドバー競技パート２ 横木通過 基準タイム近い者勝ち 

日 24 小障害飛越競技Ｅパート２ クロスのみ 分速325ｍ（基準タイム制） 

 25 小障害飛越競技Ｄパート２ H70cm 垂直のみ 分速325ｍ (基準タイム制) 

(日) 26 小障害飛越競技Ｃパート２ A238-A2-1   H80cm W90cm以下 

 27 小障害飛越競技Ｂパート２ A238-A2-1   H90cm W100cm以下 

 28 ＲＲＣ障害飛越競技 
引退競走馬限定H90クラスA.274.2.1~2.6(特別二段階走行) 

 11障害12飛越(1段階6障害,2段階5障害6飛越) 

 29 小障害飛越競技Ａパート２ A238-A2-1   H100cm W110cm以下 

 30 中障害飛越競技Ｄパート２ A238-A2-2   H110cm W130cm以下 

                    閉会式 表彰式 

 

７ 競技参加条件 

(1)指導者競技、ＲＲＣ障害飛越競技において１頭の馬が複数回出場することはできない。また、ＲＲＣ障害飛越競技

参加馬は本競技１種目のみの出場ではなく今大会の別種目に出場することを推奨する。 

 (2)ＲＲＣ障害飛越競技は締め切り日を過ぎて選手、馬匹ともに変更はできない。 

 (3)ＲＲＣ障害飛越競技への申し込みと同時に選手及び出場馬は肖像権の使用に同意したものとみなす。 

(4)ＲＲＣ障害飛越競技の成績上位２頭は令和５年１２月１７日(日)ＪＲＡ馬事公苑で開催予定のファイナル競技 

  に出場すること。 

(5) 同一人馬による出場は一競技一回に限る。オープン参加はその限りではない。 

(6)障害飛越競技のうち指導者障害飛越競技、ＲＲＣ障害飛越競技を除く競技は当該競技開始前までは追加エントリー

を認め、それ以降はオープン参加とする。 

 



８  表  彰 

(1) 各競技の第３位までの入賞者に対して、賞状を贈る。 

(2) 第1競技指導者馬場馬術競技、第19競技指導者障害飛越競技の第３位まで飼育奨励金を贈る。 

(3)新居浜市長杯は、第30競技中障害飛越競技Ｄパート２の優勝者に対し、副賞を賞金とする。 

(4)第28競技ＲＲＣ障害飛越競技は第３位までリボン(タスキ)を授与し、全国乗馬俱楽部振興協会(ＪＲＡ日本中央競

馬会競馬振興特別助成金)より、飼育奨励金 

優勝：４０万円、２位:２０万円、３位:１２万円、４位:７万円、５位:６万円、６位:５万円、７位:４万円、８

位:３万円、９位:２万円、１０位:１万円の総額１００万円の奨励金を授与するほか、減点０で走行した人馬にク

リアラウンド賞として３万円授与する。 

  (5)全国乗馬俱楽部振興協会会長杯、四国地区乗馬倶楽部振興会会長賞はエントリーの多い低障害競技に授与する。 

９  競技規程 

(1) この競技は、日本馬術連盟競技会規程最新版を適用する。 

(2) 馬場馬術競技では、指導者競技以外は補助具の使用及び指導者の指導を認める。 

(3) スラローム競技から小障害飛越競技Ｅ(クロス)までは補助具の使用を許可する。 

(4) 今大会の指導者障害飛越競技、ＲＲＣ障害飛越競技は２反抗失権とするが、その他の競技は３反抗失権とする。 

(5) スラローム競技から小障害飛越競技Ｄ(H70CM)までは基本乗馬の確立と安全優先のローカルルールとして、タイ

ム減点はつかないこととする。障害減点０で基準タイムに近い出場者から順位を決定する基準タイム方式とする。 

＋－どちらともタイム差による。 

 (6)スラローム競技から小障害飛越競技Ｅ(クロス障害)までは特別ルールを適用し、指導者の入場指導を認める。 

 

11．申し込みの締切及び申込み方法 

(1) 締切   令和５年 １０月２３日(月) 必着 

(2) 方法   参加団体にて、添付の申込用紙に所定の事項を記入し、参加料，登録料を添えて期日までに下記へ送

付してください。参加料及び登録料は、下記銀行口座宛に振り込みをお願いします。 

 

(3) 送り先  〒７９２－００６０  新居浜市大生院７６２－１２ 

  各種問い合わせ         エヒメ乗馬クラブ 松本亮一郎 

                  TEL：０８９７－４１－１１０１ 携帯０９０－８６９９－４１９６ 

                  FAX：０８９７－４０－２００９ 

                                           

    振込先  伊予銀行 中萩支店 普通預金 

         口座番号 １３０１３５１  エヒメ乗馬クラブ 代表 松本亮一郎 

 

12.参加料 

・馬の登録料 １頭につき        ￥８,０００－ 

･ １種目 スラローム,ジムカーナ競技     ￥５,０００－ 

その他競技           ￥６,０００－ 

     ＲＲＣ障害飛越競技     ￥１０,０００－ 

    ㊟指導者競技(指導者協会会員) ￥１０,０００－ 

         ㊟(指導者協会非会員)￥１５,０００－ 

㊟指導者競技への参加料及び馬匹登録料は別紙のとおりです。（馬匹登録料は重複しない）                     

尚、既納の参加料は一切返却しない。                              

 

13．参加上の注意 

 (1)厩舎収容頭数に限りがあるため、エントリーは先着順とする。 

(2)今年度中に、他会場で開催されたＲＲＣ障害飛越競技で１位、２位に入賞した馬匹は出場不可とする。ただし 

   種目(馬場馬術、総合馬術競技)を変更しての出場は可とする。 

 (3)第28競技ＲＲＣ障害飛越競技は公益財団法人ジャパン・スタッドブック・インターナショナルに血統登録 

  (内国産・外国産を問わず)され、日本中央競馬会、地方競馬全国協会の競走馬として最終レース令和２(2020) 

    年１月１日以降の出走歴を持つ３歳以上の馬とし、未出走馬は年齢が３歳以上７歳以下とする。なお、年齢は 

  馬齢(１月１日)を適用する。競走馬として出走を終え若いサラブレッドが出場するので、馬のウェルフェア 

  (ＦＥＩ馬のスポーツ憲章)に十分配慮し、特に、最終出走からエントリーまでは、馬体のケアやリトレーニング 

  のために、適正な期間を設ける等の配慮をすること。詳細は別紙の全国乗馬俱楽部振興協会通知の「ＲＲＣ障害

馬術競技実施要項令和５年度版」に従う。 

(4)ＲＲＣ障害飛越競技の参加資格については①および②のとおりとする。 

 ①以下の資格または同等の技量を有する者とし、安全には十分留意して、参加団体及び馬の所有者が推薦する者。 

  ・(公社)全国乗馬俱楽部振興協会(以下「全乗振」という)乗馬指導者資格 

  ・全乗振乗馬技能認定１級以上 

  ・Ｊ.Ｅ.Ｆ騎乗者資格Ｂ級以上 



  ・全日本学生馬術連盟騎乗者資格SＡ級 

  ・全日本高等学校馬術連盟騎乗者資格ＨＢ級 

  ・日本社会人馬術連盟騎乗者資格Ａグレード 

  ・日本乗馬少年団連盟騎乗者資格中級以上 

 ②申し込みと同時に、選手及び出場馬は、肖像権の使用に同意したものとみなす。 

(5)参加馬は、日本馬術連盟インフルエンザ予防接種実施要項に基づいて予防接種を完了し、到着時に健康手帳 

を必ず提出すること。不携帯の場合、入厩を許可しない。 

(6) 競技進行中における馬匹の搬入出は、ご遠慮下さい。 

(7) 外来厩舎は、雨天の際は雨が吹き込み濡れる恐れがありますので、各自シートなどで防いでください。 

(8) 退厩の際は、厩舎並びにその周辺を清掃し、馬糞と尿は取り除き所定の場所に投棄し、その他のゴミは各自で

お持ち帰りください。 

(9) 馬運車、乗用車は、大変混み合いますのでクラブ内外、練習馬場周辺、道路上の駐車はご遠慮ください。 

 河川敷が駐車場となります。 

(10) 参加者は何らかの傷害保険に加入している事。メディカルカードは各自で記入し、常時携帯すること。 

(11) 大会期間中の人馬の事故については、応急の処置を行った場合、その経費は参加者の負担とする。 

  騎乗中はいかなる者も常に乗馬競技用ヘッドギアを適正に着用すること。(準備運動含む)  

(12) 監督者会議は令和５年１１月３日(金)、クラブハウス２階にて行います。 

(13) お弁当の注文を承ります。ご希望の方は、別紙のエントリー申込書にて各クラブ単位でお申し込みください。 

 (14) 厩舎地区およびその周辺は火気厳禁とし、特に喫煙は厩舎外で、吸い殻の始末はきちんと行うこと。 

 

14. 乗馬技能認定について 

   乗馬技能認定試験の受験を希望する方がいらっしゃるクラブ・団体の申請方法は、次のとおりです。 

全国乗馬倶楽部振興協会に加入しているクラブは、各クラブ単位で全国乗馬倶楽部振興協会へ申請することに 

なります。申請内容、およびエントリーについては、四国地区会長松本亮一郎までご連絡下さい。 

   加入していないクラブ・団体は、会場であるエヒメ乗馬クラブへ締め切り日までに申請してください。 

   障害３級以上の実技審査は、相当する競技へのオープン参加で行い、競技成績を参考に合否を判定する。 

   障害３級：小障害飛越競技Ｃ(H80)  障害２級：小障害飛越競技Ｂ(H90) 障害１級：小障害飛越競技Ａ(H100) 

  11/4(土)5(日)同種目有りますので、申し込みの際は前もってご連絡下さい。 

   乗馬技能認定審査については、全乗振ホームページを参照ください。 

                      （https://www.jouba.jrao.ne.jp//license/ginou.html） 

                                                                                  

                                                                                                以上 


